






























































川崎国際環境技術展の回想 -「社会知性の開発」を実践して - 
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一般に言われる、PDCA（Plan, Do, Check, and Act）を回
すことや、野中郁次郎の『知識創造企業』で展開される SECI













































































































いただいた。出展履歴は表 1（2018 年第 10 回は原稿提出時
には予定）にリストされている。 
上記の中で、当研究室が出展した成果物を回想してみる。





















センサのデータを PC に転送し、LED のキューブ（4×4×





















































写真 1 川崎国際環境技術展 2009 
写真 2 川崎国際環境技術展 2010 
情報科学研究所 所報 No.91（2018） 
4 
日刊工業新聞（2011年 2月 21日） 17面、テレビ朝日（2011
年 5 月 24 日）「スーパーJ チャネル」、読売新聞（2011 年 7
月 21日）夕刊 2面「見聞録 2011」などである。 





2012 年（第 4 回）は卒業演習の非常に優秀なチームが開
発した発電量測定表示システム[11]を展示した【写真5】。2012
年も、継続してメディアの取材があった。ニュース専修（2012
年 4月 15日）9面「寄稿 集合知で”創エネ”めざす/発電の
可視化システムも完成 学生の技術力生かす/将来の夢：体育
館を発電所に」、東京新聞（2012 年 5 月 22日）25面 特報
部「創エネ次世代へ 自転車漕いで人力発電」、BS-TBS（2012
年 6月 16日）「サタデースコープ NEWS21」、毎日小学生新




















写真 3 情報処理学会 2010 
写真 4 川崎国際環境技術展 2011 
写真 5 川崎国際環境技術展 2012 
































































写真 7 川崎国際環境技術展 2014 
写真 8 川崎国際環境技術展 2015 
写真 9 川崎国際環境技術展 2016 


























































































































































































写真 11 川崎国際環境技術展 2010 
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